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を行ったが課題も残った。本稿では 2014 年度、2015 年度の「会話・プレゼン」クラス
及び修了プレゼンテーションを振り返ることで、今後の改善について検討を行う。
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presentation” classes in academic  
years 2014 and 2015
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【Abstract】The University of Tsukuba provides Japanese language preparatory 
education for foreign exchange students participating in the Japan-Korea Joint 
Science and Engineering Program. At the end of the course, students give a final 
presentation in Japanese about their area of specialization. Problems happened 
in the 2014 academic year, such as students not being able to present effectively, 
due to remaining issues of coordination between classes and schedule adjustment. 
Therefore, in the 2015 academic year, a new teaching schedule was created, based on 
reﬂection. This article clariﬁes the issues that occurred in the 2014 academic year, 
and reports on the actions taken in the 2015 academic year, and their results. We 
will examine future improvements by reviewing the “conversation and presentation” 
classes and ﬁnal presentations of academic years 2014 and 2015.      






































































































































週数 曜日 会話・プレゼン（３限） 作文（４限）


















































































































































































































































ここまで 2014 年度における課題と 2015 年度に行われた「会話・プレゼン」クラス
及び修了プレゼンテーションを見てきた。
2014 年度におけるスケジュールの課題は 2015 年度ではうまく解消することができ、
結果として修了プレゼンテーションの目的である大学入学後の授業へとつながる高度な
専門性や大学生に必要な知識・マナーを身に着けることなどは達成できたといえよう。
しかし発表における質疑応答はまだ改善の余地がある。授業内で専門の聴衆に参加を
して質疑応答を行う、あるいは実際の専門の質疑応答を見学するなど対策を行うことが
できると思われる。
また日本語教師だけでは専門の知識や韓国語のチェックが難しい場合もみられるため、
日韓プログラムの教員及び修了生や専門チューターなども活用していく必要があるだろ
う。
日韓プログラムの学生達にとって、大学入学前に専門に関するプレゼンテーションを
行うことは、自分の将来をよりしっかりと見据え、専門を高めていく一つのきっかけに
なるのではないだろうか。
2 年を通した活動を見ていくなかで、これからの修了プレゼンテーションをさらに良
いものとするための課題がいくつか提示された。これらの課題をクリアしていくことで、
今後の修了プレゼンテーションはよりよいものとなっていくであろう。
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